
                             

                             

                             

ご
あ
い
さ
つ 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
大
き
な
災

害
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
９
月

の
台
風
17
号
で
は
道
路
や
河
川
、

農
地
の
被
害
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
で
は
通
学
路
に
お
け

る
痛
ま
し
い
事
故
が
頻
発
し
た
り
、

い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
も
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
25
年
は
災
害
や
事
故
の
な
い

安
心
な
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
に
と
っ
て
も
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

11

月

21

日
か
ら

12

月
17

日

ま
で
12
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
12
月
議
会
で
は
当
初
の
議

案
に
加
え
追
加
案
件
も
あ
り
、
最

終
的
に
は
専
決
処
分
２
件
、
人
事

案
件
８
件
、
条
例
18
件
、
補
正
予

算
４
件
、
財
産
の
取
得
・
変
更
・

処
分
７
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

15
件
、
そ
の
他
７
件
の
計
61
案

件
が
上
程
さ
れ
る
と
と
も
に
、
８

件
の
意
見
書
が
出
さ
れ
審
議
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
今
回
は
多
く
の
議
案
が

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
も
９
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。 

一
般
質
問
は
今
回
２
点
に
つ
い

て
行
い
ま
し
た
が
、
質
問
を
通
じ

て
市
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

12
月
議
会 

12
月
議
会
で
は
全
部
で
61
の

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
専
決
処

分
２
件
の
内
１
件
は
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
で
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
裁
判
官

国
民
審
査
の
執
行
に
伴
う
も
の
で
、

６
，
４
８
０
万
円
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。 

人
事
で
は
公
平
委
員
・
監
査
委

員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
委
員
で
は
現
教

育
長
の
山
本
佳
洋
氏
が
再
任
さ
れ

て
い
ま
す
。 

条
例
で
は
ひ
と
・
ま
ち
街
道
交

流
館
条
例
を
は
じ
め
８
件
の
新
規

条
例
と
10
件
の
一
部
改
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
条
例
案
件

が
多
い
の
は
地
方
分
権
一
括
法

こんにちは Ｖｏｌ.２１ 

橋本ひさのりです 
2013年 1月発行 発行：橋本ひさのり後援会 ℡ 0748-88-4887 URL http://hisanori-hashimoto.jp 



（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
）
の
施
行
に
伴
う
新
規

条
例
や
一
部
改
正
が
多
く
あ
っ
た

た
め
で
す
。
な
お
、
ひ
と
・
ま
ち

街
道
交
流
館
条
例
は
水
口
の
旧
東

海
道
沿
い
に
新
設
さ
れ
る
「
ひ

と
・
ま
ち
交
流
館
」
の
設
置
に
伴

う
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
規

条
例
の
中
に
は
信
楽
町
出
身
の
北

村
昭
三
氏
の
寄
付
に
よ
る
図
書
館

振
興
北
村
昭
三
基
金
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

補
正
予
算
で
は
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
４
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
で
は

台
風
17
号
被
害
に
よ
る
災
害
復

旧
経
費
や
綾
野
児
童
ク
ラ
ブ
設
計

委
託
料
の
追
加
、
障
害
者
扶
助
費
、

新
甲
賀
病
院
開
院
に
向
け
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
２
台
の
購
入
補

助
の
追
加
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 財

産
の
取
得
は
信
楽
地
域
の
鳥

獣
害
防
止
柵
資
材
購
入
に
伴
う
も

の
で
、
変
更
は
既
に
契
約
さ
れ
た

鳥
獣
害
防
止
柵
資
材
購
入
の
変
更 

ひ
と
・
ま
ち
街
道
交
流
館
完
成
予
想
図 

伴
う
５
件
で
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

一
方
、
財
産
の
処
分
は
甲
賀
町

鳥
居
野
に
あ
る
甲
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
地
元
区
へ
無
償

譲
渡
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

そ
の
他
で
は
訴
訟
事
件
の
和
解

で
「
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
廃
止

の
取
り
消
し
を
求
め
る
訴
訟
の
和

解
」
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

意
見
書
は
８
件
の
内
「
少
人
数

学
級
の
実
現
及
び
平
成
25
年
度

教
育
予
算
の
確
保
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
、
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
な
ど
５
件
が
可

決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問 

今
回
の
一
般
質
問
で
は 

① 

市
の
子
育
て
支
援
と
児
童
虐

待
防
止
に
つ
い
て 

② 

市
内
の
児
童
養
護
施
設
に
つ

い
て 

の
２
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

一
般
質
問
に
つ
い
て
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

市
の
子
育
て
支
援
と
児
童
虐
待
防

止
に
つ
い
て 

質
問 

市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
進
捗
と
課
題
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

平
成
26
年
度

を
目
標
年
度
と
し
て
事
業
を
展
開

中
で
、
課
題
は
孤
立
し
て
い
る
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
相
談
体
制

の
よ
り
充
実
と
考
え
る
。 

質
問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

現
状
は
。 

健
康
福
祉
設
部
長 

平
成
23
年

度
の
実
績
は
５
セ
ン
タ
ー
で
延
べ

２
万
８
千
人
の
利
用
が
あ
り
、
正

規
職
員
、
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員

合
わ
せ
て
18
人
で
運
営
。 

質
問 

一
時
預
か
り
事
業
の
現
状

は
。 

健
康
福
祉
部
長 

公
立
保
育
園
４

園
、
市
立
保
育
園
２
園
で
実
施
し

て
お
り
、
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま

で
の
利
用
は
全
体
で
１
，
８
３
１

件
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
は

水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み

可
能
で
、
80
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
実
施
に
努
め
る
。 

質
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
方
向
性
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
内
17
ヶ
所

に
設
置
し
て
お
り
、
利
用
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
取
り
組
ん
で
い
く
。 

質
問 

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組

み
と
相
談
体
制
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
内
で
の
相
談

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
。
家
庭
児
童
相
談

室
の
体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら
虐

待
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。 

質
問 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
の
取
り
組

み
状
況
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
内
で
も
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
度

は
市
内
７
小
学
校
と
４
公
立
園
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 

市
内
の
児
童
養
護
施
設
に
つ
い
て 

質
問 

甲
賀
学
園
「
鹿
深
の
家
」

に
対
す
る
市
の
支
援
と
連
携
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

後
援
会
を
通
じ

て
補
助
金
の
支
援
を
し
て
お
り
、

行
政
と
施
設
が
お
互
い
保
管
し
な

が
ら
連
携
し
て
い
る
。
今
後
は
児

童
福
祉
や
子
育
て
支
援
の
分
野
で

も
さ
ら
に
連
携
を
深
め
る
。 

 

50
周
年
を
迎
え
た
鹿
深
の
家 

 

編
集
後
記 

 

お
正
月
の
遊
び
と
い
え
ば
凧
あ

げ
や
こ
ま
回
し
で
し
た
が
、
最
近

は
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
保
育

園
で
は
子
ど
も
た
ち
が
こ
ま
回
し

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
名

人
の
誕
生
を
期
待
し
ま
す
。 


